
赤
浦
潟

周
囲
約
4.4

、
面
積
約
0.29

、
市
内
最

大
の
淡
水
湖
「
赤
浦
潟
」。
こ
の
潟
湖
は
、

ワ
カ
サ
ギ

や

コ
イ

フ
ナ

な

ど
、
淡
水
魚
の
釣
り
場
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

赤
浦
入
江
と
赤
浦
遺
跡

現
在
の
赤
浦
潟
は
、
淡
水
湖
に
な
っ
て

い
る
が
、
か
つ
て
は
入
海

い
り
う
み

で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
赤
浦
潟
周
辺
に
あ
っ
た
台

地
に
は
、
縄
文
時
代
に
約
一
千
年
も
の
長

い
期
間
続
い
た
と
い
わ
れ
る
集
落
が
あ
っ

た
。
こ
の
集
落
の
跡
（
赤
浦
遺
跡
）
は
台

地
上
に
あ
り
、
約
３
０，

０
０
０
㎡
の
広

が
り
を
も
っ
て
い
た
。
周
囲
の
山
と
入
海

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
豊
富
な
食
料
な
ど
に

よ
っ
て
縄
文
遺
跡
と
し
て
は
能
登
最
大
級

の
ム
ラ
が
営
ま
れ
て
い
た
（
現
在
は
消

滅
）。赤浦

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
貝
塚
か
ら

は
、
縄
文
式
土
器
と
と
も
に
獣
や
魚
の
骨

片
、
ア
サ
リ
や
カ
キ
、
サ
ザ
エ
や
ア
カ
ニ

シ
（
七
尾
で
の
呼
び
名
で
、
標
準
和
名
は

コ
ナ
ガ
ニ
シ
。
標
準
和
名
で
の
ア
カ
ニ
シ

は
別
種
）
な
ど
の
鹹
水

か
ん
す
い

性
（
塩
水
を
好
む

性
質
）
の
貝
殻
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
縄
文
中
期
に
は
海
面
の
上
昇
や
下

降
な
ど
の
環
境
の
変
化
が
起
こ
り
、
潟
湖

か
ら
入
江
と
な
り
再
び
潟
湖
に
な
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
50
年
に
設
置
さ
れ
た
防

潮
水
門
に
よ
っ
て
淡
水
化
さ
れ
る
ま
で
、

海
水
と
淡
水
が
混
じ
る
汽
水
湖
に
な
っ
て

い
た
。

漁
村
赤
浦

こ
の
汽
水
湖
期
に
、
古
く
は
石
崎
村
の

漁
師
た
ち
が
、
前
田
利
家
か
ら
赤
浦
潟
の

小
魚
を
捕
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
、
そ
れ
を

餌
に
手
釣
り
や
延
縄

は
え
な
わ

漁
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

赤
浦
で
も
漁
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た

が
、
加
賀
藩
政
期
に
行
な
わ
れ
た
潟
の
埋

立
・
新
開
事
業
に
よ
り
、
し
だ
い
に
農
業

が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
潟
の
漁
協
で
は
、
石
崎
の
漁

師
に
舟
で
の
漁
獲
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

昭
和
初
期
に
は
カ
キ
ガ
イ
の
養
殖
も
行

な
わ
れ
、
ボ
ラ
、
ウ
グ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
な

ど
の
淡た

ん

・
鹹か
ん

両
水
域
に
生
息
で
き
る
魚
介

類
が
多
く
産
す
る
、
水
産
物
の
宝
庫
で
あ

っ
た
。

景
勝
地
赤
浦
潟

ま
た
、
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
現

在
で
も
、
赤
浦
川
に
か
か
る
、
松
百
新
橋

か
ら
は
、
潟
周
辺
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
に

包
ま
れ
た
美
し
い
光
景
を
目
に
す
る
こ
と

が
あ
る
。

昭
和
３
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
鹿
島
郡
誌
』

に
は
、
赤
浦
潟
を
名
跡
と
し
て
紹
介
し
て

お
り
、

松
百
橋
（
河
口
の
水
門
あ
た
り

に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
橋
）

か
ら
の
情

景
、
特
に
夕
映
え
の
美
し
さ
は
言
い
表
す

こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
『
能
登
八
景
』
に
選
ば
れ

て
い
た

松
百

（
元
禄
12
年
（
１
６
９

９
年
）、
俳
書

は
い
し
ょ

「
能
登
釜
」）
や
「
松
百

ま
っ
と
う

夕せ
き

照
し
ょ
う

」（
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
年
）
に
選

定
）
は
、

松
百
橋

か
ら
観
た
赤
浦
潟

の
情
景
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
昭

和
17
年
に
能
州
文
化
振
興
会
に
よ
っ
て

『
新
七
尾
八
景
』
を
公
募
し
た
際
に
は
、

「
赤
浦
潟
」
が
選
ば
れ
、
他
の
七
景
と
と

も
に
版
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
祭
り
で
赤
浦
潟
を
渡と

御ぎ
ょ

し
て
い
た
。
夕
暮
れ
時
に
潟
を
進
む
船

⑯

写真 赤浦町宮野茂氏提供 神輿の湖上渡御

能州文化振興会 版画「能登新七尾八景」より
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